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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の素電池が配列されてケース内に収容された電池モジュールであって、
　前記ケースの第１の側面に、前記複数の素電池の各電極に接続された正極外部端子及び
負極外部端子が、所定の間隔で並列に配設されており、
　前記ケースの第１の側面に隣接する第２の側面に、前記所定の間隔と同じ間隔で一対の
溝部が形成されており、
　Ｌ字型の電極片の第１の片が、前記正極外部端子又は前記負極外部端子と、前記電極片
の第２の片が、前記一対の溝部のいずれか一方と、それぞれ選択的に取付可能になってい
る、電池モジュール。
【請求項２】
　前記電極片の第２の片は、前記溝部に埋設して取り付けられる、請求項１に記載の電池
モジュール。
【請求項３】
　前記一対の溝部には、前記電極片の第２の片をボルト又はネジで固定するボルト孔又は
ネジ孔が設けられている、請求項１に記載の電池モジュール。
【請求項４】
　前記ケースの第１の側面にも、前記電極片の第１の片を埋設する一対の第２の溝部が形
成されている、請求項１に記載の電池モジュール。
【請求項５】
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　前記一対の第２の溝部にも、前記電極片の第１の片をボルト又はネジで固定するボルト
孔又はネジ孔が設けられている、請求項４に記載の電池モジュール。
【請求項６】
　請求項１に記載の電池モジュールが複数個、前記第２の側面に垂直な方向に積層された
電池パックであって、
　最上段の前記電池モジュールにおいて、
　　前記電極片の第１の片は、前記ケースの第１の側面に配設された前記正極外部端子又
は前記負極外部端子の一方の外部端子に取り付けられ、
　　前記電極片の第２の片は、前記ケースの第２の側面に形成された前記一対の溝部の一
方に取り付けられており、
　前記電極片の第２の片は、前記電池パックの一方の極の外部端子を構成している、電池
パック。
【請求項７】
　前記一対の溝部の他方には、Ｌ字型の第２の電極片の第２の片が取り付けられており、
　前記第２の電極片の第１の片は、下段の前記電池モジュールのいずれかの外部端子に、
前記ケースの第１の側面側に配設されたバスバーで接続されており、
　前記第２の電極片の第２の片は、前記電池パックの他方の極の外部端子を構成している
、請求項６に記載の電池パック。
【請求項８】
　前記積層された複数の電池モジュールは、前記ケースの第１の側面側に配設された複数
のバスバーによって、各電池モジュールの前記正極外部端子又は前記負極外部端子と、そ
れぞれ接続されている、請求項６に記載の電池パック。
【請求項９】
　下段の前記電池モジュールには、前記電極片及び第２の電極片は取り付けられていない
、請求項６に記載の電池パック。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の電池を備えた電池モジュール、及びそれを積層した電池パックに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　複数の電池をケースに収容して、所定の電圧及び容量を出力できるようにした電池パッ
クは、種々の機器、車両等の電源として広く使用されている。中でも、汎用的な電池を並
列・直列接続して、所定の電圧及び容量を出力する組電池をモジュール化し、この電池モ
ジュールを種々組み合わせることによって、多種多様な用途に対応可能とする技術が採用
され始めている。このモジュール化技術は、電池モジュールに収容する電池を高性能化す
ることによって、電池モジュール自身の小型・軽量化が図られるため、電池パックを組み
立てる際の作業性が向上するとともに、車両等の限られた空間へ搭載する際の自由度が向
上するなど、様々なメリットと有する。
【０００３】
　一般的に、電池モジュールは、複数の電池が電池ケース内に収容され、各電池の電極を
電気的に直列又は並列接続した配線が、電池ケースの一側面に取り付けられた外部端子に
接続された構成になっている（例えば、特許文献１を参照）。そして、複数の電池モジュ
ールを配列して電池パックを構成するとき、各電池モジュールの一側面に配設された外部
端子同士を電気的に直列又は並列に接続して、所定の電圧及び容量を備えた電池パックを
得ることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開２００７－０２６８９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　電池モジュールは、その外形寸法や外部端子が、所定の大きさや位置に定まっているた
めに、必要な個数の電池モジュールを配列することによって、容易に電池パックを組み立
てることができる。そのとき、電池モジュールを、その外部端子が同じ方向を向くように
配列することによって、各電池モジュール間の電気的接続も容易となる。
【０００６】
　また、このように組み立てられた電池パックは、通常、パックケースに収容されて、所
定の空間に設置されるが、外部端子が同じ方向を向いて配列しているため、電池パックが
所定の空間に設置された状態でも、外部端子が配列した側のパックケースの一側面を開口
することによって、外部端子の接続等のメンテナンスを行うことができる。
【０００７】
　しかしながら、電池パックが収容されたパックケースを、一旦、所定の空間に設置した
後は、空間の制約等から、外部端子が配列した側のパックケースの側面を開口することが
できない場合がある。この場合、パックケースを設置した状態ではメンテナンス等の作業
をすることができないため、一旦、パックケースを設置場所から取り出して、作業を行う
必要がある。
【０００８】
　また、電池パックを設置した状態でも、メンテナンス等の作業ができるようにするため
には、予め、パックケースの開口可能な側面に外部端子が向くように、電池モジュールを
配置しなければならず、電池モジュールの配置自由度が制限されてしまうという問題もあ
る。
【０００９】
　本発明は、かかる課題に鑑みなされたもので、その主な目的は、メンテナンス性が高く
、配置自由度の高い電池モジュール、及びそれを積層した電池パックを提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の課題を解決するために、本発明は、複数の素電池（以下、電池モジュールに使用
する電池を、「素電池」と呼ぶ）がケースに収容された電池モジュールにおいて、ケース
の一側面に外部端子を配設し、これに隣接する側面に溝部を形成し、Ｌ字型の電極片の一
片を外部端子に、他片を溝部に、それぞれ取付可能にした構成を採用する。
【００１１】
　このような構成により、電池モジュールを積層して電池パックを構成したとき、最上段
の電池モジュールには、電極片の一片を外部端子に取り付け、他片を溝部に取り付けるこ
とによって、電池モジュールの外部端子を、ケースの隣接する２つの側面に配設させるこ
とができる。これにより、外部端子を接続するための作業面を、ケースの２つの側面に確
保することができるため、メンテナンス性が向上するとともに、電池パックを構成する際
の電池モジュールの配置自由度を向上させることができる。
【００１２】
　本発明に係る電池モジュールは、複数の素電池が配列されてケース内に収容された電池
モジュールであって、ケースの第１の側面に、複数の素電池の各電極に接続された正極外
部端子及び負極外部端子が、所定の間隔で並列に配設されており、ケースの第１の側面に
隣接する第２の側面に、所定の間隔と同じ間隔で一対の溝部が形成されており、Ｌ字型の
電極片の第１の片が、正極外部端子又は負極外部端子と、電極片の第２の片が、一対の溝
部のいずれか一方と、それぞれ選択的に取付可能になっていることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明に係る電池パックは、上記電池モジュールが複数個、第２の側面に垂直な
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方向に積層された電池パックであって、最上段の電池モジュールにおいて、電極片の第１
の片は、ケースの第１の側面に配設された正極外部端子又は負極外部端子の一方の外部端
子に取り付けられ、電極片の第２の片は、ケースの第２の側面に形成された一対の溝部の
一方に取り付けられており、電極片の第２の片は、電池パックの一方の極の外部端子を構
成していることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、メンテナンス性が高く、配置自由度の高い電池モジュールが実現でき
、これを積層した電池パックのメンテナンス性が向上できるとともに、電池パックを構成
する際の電池モジュールの配置自由度が向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】（ａ）は、本発明の一実施形態における電池モジュールの構成を模式的に示した
斜視図で、（ｂ）は、Ｌ字型の電極片の構成を示した斜視図である。
【図２】図１の電池モジュールにＬ字型の電極片を取り付けた状態の構成を示した斜視図
である。
【図３】電池モジュールを複数個積層された電池パックの構成を模式的に示した斜視図で
ある。
【図４】電池モジュールが電気的に接続された状態の電池パックの構成を示した図で、（
ａ）は上面図、は正面図である。
【図５】図１（ａ）に示した電池モジュールを複数個積層した電池パックを配列して構成
した電源ユニットの例を示した正面図である。
【図６】図５の電源ユニットに、Ｌ字型の電極片及び第２の電極片を取り付けた状態の電
源ユニットの構成を示した図で、（ａ）は平面図、（ｂ）は正面図である。
【図７】電池モジュールを並列に配置して電池パックを構成した例を示した図で、（ａ）
は平面図、（ｂ）は正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。なお、本発明は、以下の実
施形態に限定されるものではない。また、本発明の効果を奏する範囲を逸脱しない範囲で
、適宜変更は可能である。さらに、他の実施形態との組み合わせも可能である。
【００１７】
　図１（ａ）は、本発明の一実施形態における電池モジュール１００の構成を模式的に示
した斜視図である。電池モジュール１００は、複数の素電池（不図示）が配列されてケー
ス１０内に収容されている。なお、本発明の電池モジュールに使用する素電池の種類は、
特に制限されないが、例えば、リチウムイオン電池やニッケル水素電池等を用いることが
できる。また、ノート型パソコン等の携帯用電子機器の電源として単体でも使用できる電
池であってもよい。この場合、高性能の汎用電池を、電池モジュールの素電池として使用
することができるため、電池モジュールの高性能化、低コスト化をより容易に図ることが
できる。
【００１８】
　図１（ａ）に示すように、ケース１０の第１の側面１１には、複数の素電池の各電極に
接続された正極外部端子２０及び負極外部端子２１が、所定の間隔で並列に配設されてい
る。なお、素電池間の電気的な接続は、直列でも並列でもよい。また、素電池間の電気的
な接続構造は、特に制限されないが、例えば、並列接続する場合には、素電池の極性を揃
えて配置し、素電池の各極性をそれぞれバスバーで接続すればよい。
【００１９】
　ケース１０の第１の側面１１に隣接する第２の側面１２には、外部端子２０、２１と同
じ間隔で、一対の溝部３０、３１が形成されている。そして、図１（ｂ）に示すようなＬ
字型の電極片５０の第１の片５１が、正極外部端子２０又は負極外部端子２１と、電極片
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５０の第２の片５２が、一対の溝部３０，３１のいずれか一方と、それぞれ選択的に取付
可能になっている。
【００２０】
　すなわち、図２に示すように、Ｌ字型の電極片５０の第１の片５１を、例えば、正極外
部端子２０に、第２の片５２を、溝部３０に取り付けた場合、正極外部端子は、ケース１
０の互いに隣接する２つの側面１１，１２に配されることになる。
【００２１】
　ここで、Ｌ字型の電極片５０は、必ずしも直角に曲がった形状である必要はなく、外部
端子２０、２１、及び溝部３０、３１の形状に合わせて適宜変形されたものであってもよ
い。また、電極片５０の材料は特に制限されないが、例えば、銅、アルミニウム、ニッケ
ル、または銅とニッケルのクラッド材等を好適に用いることができる。
【００２２】
　なお、図２に示すように、電極片５０の第２の片５２は、溝部３０，３１に埋設して取
り付けられるため、溝部３０，３１の深さを、電極片５０の厚みと同じ大きさにしておけ
ば、溝部３０，３１に取り付けられた電極片５０の第２の片５２は、ケース１０の第２の
側面１２から突出することはない。従って、電池モジュール１００を、ケース１０の第２
の側面１２に垂直な方向に積層した場合、安定して積層することができる。
【００２３】
　また、ケース１０の第１の側面１１にも、電極片５０の第１の片５１を埋設する一対の
第２の溝部２６、２７を形成しておけば、電極片５０の第１の片５１も、溝部２６、２７
に埋設して取り付けることができる。
【００２４】
　また、一対の溝部３０、３１及び電極片５０の第２の片５２に、それぞれボルト孔（又
はネジ孔）３２、３３及び５４を設けておくことによって、電極片５０の第２の片５２を
、ボルト（又はネジ）で、一対の溝部３０、３１に取り付けることができる。なお、電極
片５０の取付方法はこれに限定されず、着脱可能な取付方法であれば、他の方法を用いて
もよい。
【００２５】
　同様に、外部端子２０，２１及び電極片５０の第１の片５１にも、それぞれボルト孔（
又はネジ孔）２２、２３及び５３を設けておくことによって、電極片５０の第１の片５１
を、ボルト（又はネジ）で、外部端子２０，２１に取り付けることができる。
【００２６】
　また、ケース１０に、連結部４０を設けておくことによって、電池モジュール１００を
積層したとき、連結部４０で、隣り合う電池モジュール１００同士を連結することができ
る。
【００２７】
　図３は、電池モジュール１００が複数個（図では３個）、ケース１０の第２の側面１２
に垂直な方向に積層された電池パック２００の構成を模式的に示した斜視図である。
【００２８】
　図３に示すように、まず、最上段の電池モジュール１００ａにおいては、電極片５０の
第１の片５１が、ケース１０の第１の側面１１に配設された正極外部端子２０ａ又は負極
外部端子２１ａのいずれか一方（ここでは、正極外部端子２０ａ）に取り付けられ、電極
片５０の第２の片５２が、ケース１０の第２の側面１２に形成された一対の溝部３０，３
１の一方（ここでは、溝部３０）に取り付けられる。これにより、電極片５０の第２の片
５２は、電池パック２００の一方の極（ここでは正極）の外部端子を構成している。
【００２９】
　また、一対の溝部３０，３１の他方（ここでは溝部３１）には、Ｌ字型の第２の電極片
６０の第２の片６２が取り付けられており、第２の電極片６０の第１の片６１は、ケース
１０の第１の側面１１に形成された一対の第２の溝部２６、２７の一方（ここでは、溝部
２７）に取り付けられている。さらに、第２の電極片６０の第１の片６１は、ケース１０
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の第１の側面１１側に配設されたバスバー７０ａによって、最下段の電池モジュール１０
０ｃの負極外部端子２１ｃに接続されている。これにより、第２の電極片６０の第２の片
６２は、電池パック２００の他方の極（ここでは負極）の外部端子を構成している。
【００３０】
　ここで、電極片５０と第２の電極片６０とを比較すると、一対の溝部３０、３１に埋設
する側の第２の片５２、６２は、ほぼ同じ大きさであるのに対し、第２の電極片６０の片
６１の長さは、電極片５０の第１の片５１の長さよりも短い。すなわち、第２の電極片６
０は、外部端子２０、２１を、ケース１０の互いに隣接する２つの側面１１、１２に配設
するような機能はない。
【００３１】
　なお、第２の電極片６０の第１及び第２の片６１，６２及び一対の第２の溝部２４，２
５にも、それぞれボルト孔（又はネジ孔）６３、６４及び２４、２５を設けておくことに
よって、第２の電極片６０の第１及び第２の片６１、６２を、ボルト（又はネジ）で、一
対の溝部３０、３１又は一対の第２の溝部２６、２７に取り付けることができる。
【００３２】
　また、積層された複数の電池モジュール１００ａ、１００ｂ、１００ｃは、ケース１０
の第１の側面１１側に配設された複数のバスバー７０ｂ、７０ｃによって、各電池モジュ
ール１００ａ、１００ｂ、１００ｃの正極外部端子２０ａ、２０ｂ、２０ｃ又は負極外部
端子２１ａ、２１ｂ、２１ｃと、それぞれ接続されている。
【００３３】
　例えば、図３に示した例では、最下段の電池モジュール１００ｃの正極外部端子２０ｃ
は、バスバー７０ｂによって、中段の電池モジュール１００ｂの負極外部端子２１ｂに接
続されている。また、中段の電池モジュール１００ｂの正極外部端子２０ｂは、バスバー
７０ｃによって、最上段の電池モジュール１００ａの負極外部端子２１ａに接続されてい
る。
【００３４】
　図４は、このように接続された電池パック２００の構成を示した図で、図４（ａ）は上
面図、図４（ｂ）は正面図である。
【００３５】
　図４（ｂ）に示すように、電池モジュール１００ａ、１００ｂ、１００ｃは、電気的に
直列接続されている。そして、最上段の電池モジュール１００ａの正極外部端子２０ａと
、最下段の電池モジュール１００ｃの負極外部端子２１ｃとが、それぞれ、電池パック２
００の正負の外部端子となる。
【００３６】
　また、図４（ａ）に示すように、ケース１０の第２の側面１２に取り付けられた電極片
５０の第２の片５２は、Ｌ字型の電極片５０によって、電池モジュール１００ａの正極外
部端子２０ａと接続されている。また、ケース１０の第２の側面１２に取り付けられた第
２の電極片６０の第２の片６２は、Ｌ字型の第２の電極片６０及びバスバー７０ａによっ
て、電池モジュール１００ｃの負極外部端子２１ｃと接続されている。従って、ケース１
０の第２の側面１２に配設された電極片５０の第２の片５２、及び第２の電極片６０の第
２の片６２は、それぞれ、電池パック２００の正負の外部端子となる。
【００３７】
　すなわち、このように構成された電池パック２００は、ケース１０の第１の側面１１側
だけでなく、それに隣接する第２の側面１２側にも、正負の外部端子を配設することが可
能となる。
【００３８】
　なお、下段の電池モジュール１００ｂ、１００ｃには、電極片５０及び第２の電極片６
０は取り付けられていない。このため、電池モジュール１００ｂ、１００ｃを積層する前
に、予め、電極片５０及び第２の電極片６０の取付作業は不要となり、電池パック２００
の組立工程が複雑になることはない。また、電池モジュール１００ａ、１００ｂ、１００
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ｃ間には、電極片５０及び第２の電極片６０がないため、安定して積層することができる
。
【００３９】
　図５は、図１（ａ）に示した電池モジュール１００を複数個積層した電池パック２００
Ａ、２００Ｂ、２００Ｃを配列して構成した電源ユニット３００の例を示した正面図であ
る。
【００４０】
　電池パック２００Ａ、２００Ｂは、電池モジュール１００ａ、１００ｂ、１００ｃを積
層して、電気的に直列接続したもので、電池パック２００Ｃは、電池モジュール１００ｂ
、１００ｃを積層して電気的に直列接続したものである。従って、電池パック２００Ａ、
２００Ｂ、２００Ｃの正極外部端子は、それぞれ、２０Ａａ、２０Ｂａ、２０Ｃａ、負極
外部端子は、それぞれ、２１Ａｃ、２１Ｂｃ、２１Ｃｃとなる。
【００４１】
　ここで、電池パック２００Ａ、２００Ｂ、２００Ｃを、電気的に直列接続して電源ユニ
ット３００を構成しようとする場合、図５に示すように、電池パック２００Ａの正極外部
端子２０Ａａと、電池パック２００Ｂの負極外部端子２１Ｂｃとを、バスバー８０ａで接
続し、電池パック２００Ｂの正極外部端子２０Ｂａと、電池パック２００Ｃの負極外部端
子２１Ｃｃとを、バスバー８０ｂで接続すればよい。すなわち、これらの接続は、全て、
ケース１０の第１の側面１１側において行うことができる。
【００４２】
　図６は、図５に示した電源ユニット３００に対して、各電池パック２００Ａ、２００Ｂ
、２００Ｃの最上段の電池モジュール１００ａ、１００ａ、１００ｂに、図４（ａ）、（
ｂ）に示したような、Ｌ字型の電極片５０、及び第２の電極片６０を取り付けした電源ユ
ニット３００の構成を示した図で、図６（ａ）は平面図、図６（ｂ）は正面図である。
【００４３】
　例えば、電池パック２００Ａでは、ケース１０の第２の側面１２に取り付けられた電極
片５０ａの第２の片５２ａは、第１の片５０ａによって、電池モジュール１００ａの正極
外部端子２０Ａａと接続されている。また、ケース１０の第２の側面１２に取り付けられ
た第２の電極片６０ａの第２の片６２ａは、第１の片６１ａ及びバスバー７０Ａａによっ
て、電池モジュール１００ｃの負極外部端子２１Ａｃと接続されている。従って、ケース
１０の第２の側面１２に配設された電極片５０ａの第２の片５２ａ、及び第２の電極片６
０ａの第２の片６２ａは、それぞれ、電池パック２００Ａの正負の外部端子となる。
【００４４】
　同様の接続を行うことによって、ケース１０の第２の側面１２に配設された電極片５０
ｂ、５０ｃ及び第２の電極片６０ｂ、６０ｃの第２の片５２ｂ、６２ｂ、並びに、５２ｃ
、６２ｃは、それぞれ、電池パック２００Ｂ、並びに電池パック２００Ｃの正負の外部端
子となる。
【００４５】
　すなわち、電池パック２００Ａ、２００Ｂ、２００Ｃは、ケース１０の第１の側面１１
側だけでなく、それに隣接する第２の側面１２側にも、正負の外部端子が配設されている
。従って、電池パック２００Ａ、２００Ｂ、２００Ｃを、電気的に直列接続して電源ユニ
ット３００を構成しようとする場合、図６（ａ）に示すように、電池モジュール２００Ａ
の第２の側面１２に配設された電極片５０ａの第２の片５２ａと、電池モジュール２００
Ｂの第２の側面１２に配設された第２の電極片６０ｂの第２の片６２ｂとをバスバー８０
ａで接続し、さらに、電池モジュール２００Ｂの第２の側面１２に配設された電極片５０
ｂの第２の片５２ｂと、電池モジュール２００Ｃの第２の側面１２に配設された第２の電
極片６０ｃの第２の片６２ｃとを、バスバー８０ｂで接続すればよい。
【００４６】
　このように、電池パック２００Ａ、２００Ｂ、２００Ｃの外部電極を、ケース１０の隣
接する２つの側面１１、１２に配設することができるため、電池パック２００Ａ、２００
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Ｂ、２００Ｃを配列して電源ユニットを構成する場合、外部端子を接続するための作業面
を、ケース１０の２つの側面１１、１２に確保することができる。そのため、電源ユニッ
トをパックケースに収容して、所定の空間に設置した後でも、パックケースの２つ面のい
ずれか一方を開口することができれば、電源ユニットを設置した状態でも、メンテナンス
等の作業を行うことができる。また、外部端子を接続する作業面を、ケース１０の２つの
側面１１、１２に確保することができるため、電池パックを構成する際の電池モジュール
の配置自由度を向上させることができる。
【００４７】
　図３及び図４では、電池モジュール１００を積層して電池パック２００を構成した例を
説明したが、電池モジュール１００を並列に配置して電池パックを構成した場合でも、本
発明の効果を得ることができる。
【００４８】
　図７は、電池モジュール１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１００ｄを並列に配置して電
池パック２１０を構成した例を示した図で、図７（ａ）は平面図、図７（ｂ）は正面図で
ある。
【００４９】
　図７（ａ）、（ｂ）に示すように、全ての電池モジュール１００ａ、１００ｂ、１００
ｃ、１００ｄにおいて、図１（ｂ）に示したＬ字型の電極片５０ａ、５０ｂ、５０ｃ、５
０ｄが、各正負の外部端子２０ａ、２１ａ、２０ｂ、２１ｂ、２０ｃ、２１ｃ、２０ｄ、
２１ｄ、及びケース１０の第２の側面１２に形成された一対の溝部（不図示）に、それぞ
れ取り付けられている。従って、電池モジュール１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１００
ｄの第２の側面１２に配設された一対の電極片の第２の片５２ａ、５２ｂ、５２ｃ、５２
ｄは、電池モジュール１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１００ｄの正負の外部端子となる
。
【００５０】
　従って、電池モジュール１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１００ｄを電気的に直列接続
して電池パック２１０を構成しようとする場合、図７（ｂ）に示すように、第２の側面１
２側において、隣接する電池モジュールの第２の片５２ａ、５２ｂ間、５２ｂ、５２ｃ間
、及び５２ｃ、５２ｄ間を、それぞれバスバー８０ａ、８０ｂ、８０ｃで接続すればよい
。もちろん、第１の側面１１側においても、隣接する電池モジュールの正負の外部端子２
０ａ、２１ｂ間、２０ｂ、２１ｃ間、及び２０ｃ、２１ｄ間を、バスバー（不図示）で接
続することは可能である。
【００５１】
　以上、本発明を好適な実施形態により説明してきたが、こうした記述は限定事項ではな
く、もちろん、種々の改変が可能である。例えば、上記実施形態においては、電池パック
２００間を電気的に直列接続する例を説明したが、電気的に並列接続する場合にも、本発
明を適用し得る。また、電気的な接続を、第１の側面１１側、又は第２の側面１２側でそ
れぞれ行った例を説明したが、第１の側面１１側及び第２の側面１２側の両方で、電気的
な接続を行うことも、もちろん可能である。
【産業上の利用可能性】
【００５２】
　本発明は、自動車、電動バイク又は電動遊具等の駆動用電源として有用である。
【符号の説明】
【００５３】
　１０　　　ケース 
　１１　　　第１の側面 
　１２　　　第２の側面 
　２０　　　正極外部端子 
　２１　　　負極外部端子 
　２４、２５　　ボルト孔（又はネジ孔）
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　２６、２７　　一対の溝部（第１の側面側） 
　３０、３１　　一対の溝部（第２の側面側）
　３２、３３　　ボルト孔（又はネジ孔）
　４０　　　連結部　
　５０　　　Ｌ字型の電極片 
　５１　　　第１の片 
　５２　　　第２の片 
　５３、５４　　ボルト孔（又はネジ孔）
　６０　　　第２の電極片 
　６１　　　第１の片 
　６２　　　第２の片 
　６３、６４　　ボルト孔（又はネジ孔）
　７０ａ、７０ｂ、７０ｃ　　バスバー 
　８０ａ、８０ｂ、８０ｃ　　バスバー 
　１００　　電池モジュール 
　２００、２１０　　電池パック 
　３００　　電源ユニット
【要約】
　複数の素電池が配列されてケース１０内に収容された電池モジュール１００であって、
ケース１０の第１の側面１１に、複数の素電池の各電極に接続された正極外部端子２０及
び負極外部端子２１が、所定の間隔で並列に配設されており、ケース１０の第１の側面１
１に隣接する第２の側面１２に、所定の間隔と同じ間隔で一対の溝部３０、３１が形成さ
れており、Ｌ字型の電極片５０の第１の片５１が、正極外部端子２０又は負極外部端子２
１と、電極片５０の第２の片５２が、一対の溝部３０、３１のいずれか一方と、それぞれ
選択的に取付可能になっている。
【選択図】図１
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